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東大寺 
 
環境浄化が進み全てをＥＭで蘇生
させるシステムと管理体制を確立 
「第９回ＥＭサミット近畿 in奈良」で事例発表 

東大寺は、奈良時代（8世紀）に聖武天皇が国力を尽くして建
立した寺で、華厳宗大本山の仏教寺院であります。「奈良の大
仏」として知られる盧舎那仏（るしゃなぶつ）を本尊とし、開山（初
代別当）は良弁僧正（ろうべんそうじょう）である。現存する大仏
殿は江戸時代、18 世紀初頭の再建で、創建当時の堂に比べ、
間口が3分の2に縮小されています。1998年に古都奈良の文化
財の一部として、ユネスコより世界遺産に登録されています。 
 

第
９
回
Ｅ
Ｍ
サ
ミ
ッ
ト
が
11
月

22
日
に
奈
良
市
「
な
ら
百
年
会
館
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
海
外
の
事
例

発
表
を
含
め
て
幾
つ
か
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
が
、
な
か
で
も
注
目
を

集
め
た
の
は
翌
日
の
現
地
視
察
を

含
め
た
東
大
寺
の
発
表
で
し
た
。 

こ
の
事
例
発
表
は
、
偉
い
お
坊
さ

ん
（
華
厳
宗
庶
務
部
長
で
東
大
寺
庶

務
執
事
の
狭
川
普
文
氏
）
が
ユ
ー
モ

ア
あ
ふ
れ
る
軽
妙
な
語
り
口
で
、
ス

ラ
イ
ド
を
交
え
な
が
ら
、
東
大
寺
に

お
け
る
Ｅ
Ｍ
に
よ
る
成
果
を
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
踏
ま
え

て
Ｅ
Ｍ
の
効
用
を
奈
良
県
内
外
の

関
係
す
る
お
寺
や
、
役
所
や
施
設
に

広
め
て
い
き
た
い
と
力
説
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

平
成
２０
年
１
月
か
ら
始
ま
っ
た

東
大
寺
の
浄
化
活
動
は
、
も
と
も

と
Ｅ
Ｍ
に
好
意
的
で
あ
っ
た
奈
良

市
役
所
の
関
係
者
と
、
Ｕ
ネ
ッ
ト

の
地
区
代
表
の
お
世
話
で
境
内
に

あ
る
鏡
池
の
浄
化
や
南
大
門
周
辺

の
弱
り
か
け
た
松
（
１
５
０
本
）

の
蘇
生
と
鹿
の
糞
尿
対
策
と
し
て

取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
東
大

寺
は
１０
万
坪
余
り
の
広
い
面
積
に

多
く
の
関
連
施
設
が
あ
り
、
鹿
や

酸
性
雨
の
影
響
で
環
境
全
体
が
ぜ

い
弱
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

当
初
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
レ
ベ
ル
で

始

ま

り

ま

し

た

が
、
成
果
が
徐
々

に

上

が

る

に

つ

れ
、
東
大
寺
側
は

池
や
松
の
管
理
の

み
な
ら
ず
全
体
を

Ｅ
Ｍ
で
蘇
生
さ
せ

る
シ
ス
テ
ム
と
管

理
体
制
を
確
立
し

て
い
き
ま
し
た
。

ま
ず
百
倍
利
器
を

導
入
し
、
良
質
の

活
性
液
を
大
量
に

つ
く
る
シ
ス
テ
ム

を
確
立
し
、
常
時

専
任
の
担
当
者
を

３
人
配
置
し
、
東

大
寺
全
域
に
Ｅ
Ｍ

を
活
用
す
る
体
制 

 

を
整
え
、
生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル

や
附
属
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち

の
環
境
活
動
を
含
め
、
関
係
者
が

気
軽
に
Ｅ
Ｍ
を
活
用
で
き
る
仕

組
み
を
つ
く
り
上
げ
て
い
ま
す
。 

 

上
記
写
真
に
あ
る
鏡
池
は
、
Ｅ

Ｍ
活
用
前
は
水
の
色
が
薄
茶
色

で
悪
臭
が
あ
り
、
鏡
池
と
は
名
ば

か
り
で
濁
っ
て
お
り
、
酸
素
不
足

で
魚
が
水
面
に
浮
き
あ
が
る
た

め
、
サ
ギ
に
襲
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
今
で
は
臭
い
は
全
く

無
く
、
透
視
度
も
上
が
り
、
大
仏

殿
・
中
門
・
松
な
ど
が
鏡
の
よ
う

に
池
に
き
れ
い
に
写
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
水
中
の
酸
素
が
増

え
鯉
な
ど
魚
類
も
水
面
に
あ
ま

り
顔
を
出
さ
な
く
な
り
、
大
腸
菌

が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。 

松
の
蘇
生
に
は
、
幹
に
Ｅ
Ｍ
セ

ラ
ミ
ッ
ク
パ
ウ
ダ
ー
を
塗
布
し
、

活
性
液
を
定
期
的
に
根
周
辺
に

散
布
、
ま
た
松
全
体
に
は
Ｅ
Ｍ
セ

ラ
ミ
ッ
ク
パ
ウ
ダ
ー
入
り
活
性

液
を
散
布
し
た
結
果
、
若
葉
が
盛

ん
に
生
え
樹
皮
が
若
返
り
、
多
く

の
松
が
見
違
え
る
よ
う
に
元
気

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

南
大
門
は
鹿
が
群
れ
る
た
め

糞
尿
量
が
多
く
、
寺
で
は
頻
繁
に

糞
を
掃
除
し
て
い
ま
す
が
、
尿
の

臭
み
ま
で
は
除
去
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
週
１
回
Ｅ
Ｍ
を

散
布
す
る
こ
と
で
長
年
石
畳
に

染
み
つ
い
て
い
た
鹿
の
糞
尿
臭

が
若
干
緩
和
し
ま
し
た
が
、
気
温

が
上
が
る
と
悪
臭
が
漂
う
た
め
、

Ｅ
Ｍ
散
布
用
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

の
設
置
、
鹿
の
飲
み
水
や
鹿
煎
餅

へ
の
Ｅ
Ｍ
添
加
な
ど
の
方
策
を

検
討
中
と
の
こ
と
で
す
。 

ＥＭ活用前の鏡池（平成 19年 10月） ＥＭ活用後の鏡池（平成 20年 12月） 

東大寺庶務執事の 
狭川普文氏 

大仏殿 
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こ
の
よ
う
に
東
大
寺
全
体
に
Ｅ

Ｍ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今

で
は
寺
全
体
が
Ｅ
Ｍ
の
巨
大
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
お

り
、
比
嘉
教
授
に
よ
れ
ば
東
大
寺

で
し
ば
ら
く
過
ご
し
て
い
る
と
屈

伸
運
動
で
手
が
地
面
に
付
か
な
い

人
で
も
付
く
よ
う
に
な
る
、
気
分

が
明
る
く
な
り
爽
快
に
な
る
と
の

こ
と
で
し
た
。 

 

。 
       

国
宝
で
世
界
遺
産
で
も
あ
る
東 

大
寺
の
こ
の
よ
う
な
Ｅ
Ｍ
シ
ス
テ 

  
                

ム
が
日
本
中
の
神
社
・
仏
閣
に
波

及
す
る
こ
と
も
、
そ
う
遠
く
な
い

こ
と
の
よ
う
に
思
え
ま
す 

 

比
嘉
教
授
の
講
演
要
旨 

 

日
本
で
は
多
く
の
社
会
問
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
が
、
根
本
的
な

解
決
の
た
め
に
は
、
①
「
不
足
」

と
「
不
安
（
恐
怖
）
」
の
解
決
、

②
競
争
社
会
か
ら
離
脱
し
た
共
存

共
栄
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必

要
で
あ
る
と
比
嘉
教
授
は
云
い
ま

す
。
「
社
会
も
生
き
物
な
の
で
、

健
全
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は､

社
会
自
体
の
免
疫
力
を
上
げ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
」
、
社
会
の
免

疫
力
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
使
命

感
や
責
任
感
、
正
義
感
を
持
っ
た

人
々
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
養
う
た
め
の

キ
ー
ワ
ー
ド
が
・
・
・
「
自
己
責 

任
」
で
あ
る
と
。 

本
来
、
日
本
人
は

こ
れ
ら
の
レ
ベ
ル

が
高
い
は
ず
で
あ

り
、
実
際
に
、
自

己
責
任
で
Ｅ
Ｍ
を

活
用
し
て
浄
化
活

動
を
行
っ
て
き
た

愛
知
県
の
三
河
湾

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
力
が
海
を

キ
レ
イ
に
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
誰

も
が
取
り
組
め
て

「
ロ
ー
コ
ス
ト
・

ハ
イ
ク
オ
リ
テ

ィ
・
サ
ス
テ
イ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可

能
）
」
な
技
術
・
・
・

そ
れ
が
Ｅ
Ｍ
で
す
。

食
糧
の
「
不
足
」

は
Ｅ
Ｍ
農
法
、 

                

病
気
の
「
不
安
」
は
Ｅ
Ｍ
医
療
、

「
共
存
共
栄
社
会
」
は
Ｅ
Ｍ
生
活
。

様
々
な
問
題
を
抱
え
る
社
会
の
中

で
、
「
Ｅ
Ｍ
を
使
え
ば
こ
れ
だ
け

の
こ
と
が
で
き
る
！
」
と
い
う
事

例
を
、
日
本
が
世
界
に
示
す
チ
ャ

ン
ス
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
践
で
示

す
こ
と
が
で
き
る
の
が
皆
さ
ん
で

す
。
皆
さ
ん
で
Ｅ
Ｍ
生
活
を
始
め

よ
う
。
と
い
う
の
が
比
嘉
教
授
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
し
た
。

 
            

 
 
 

 

    

取
手
市
や
団
体
、
市
民
が
交
流

を
深
め
る
取
手
市
の
「
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
フ
ェ
ア
２
０
０
９
〜
広
げ
よ

う
、
つ
な
げ
よ
う
、
地
域
の
輪
」

が
、
11
月
28
日(

土)

藤
代
ス
ポ
ー 

                             

    セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
緑
の
会
も
常
総
環
境
セ
ン

タ
ー
の
平
間
所
長
補
佐
や
樗
木
さ

ん
等
と
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。 

当
日
は
す
ば
ら
し
く
澄
ん
だ
秋

空
の
下
、
会
場
に
は
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
環
境
関
連
、
ミ
ニ
ト
レ

イ
ン
な
ど
約
35
の
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で

大
勢
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
緑
の
会
が
陣
取
っ
た
常

総
環
境
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
生
ご
み
堆
肥
化
の
活
動
を
パ

ネ
ル
で
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
会
員
・

会
友
が
育
て
た
大
根
や
ヤ
ー
コ
ン
、

隼
人
ウ
リ
な
ど
の
野
菜
を
販
売
し

ま
し
た
。 

ま
た
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
か
ら

参
加
者
配
布
用
に
提
供
さ
れ
た 

ラ
ム
ネ
ビ
ン
の
ビ
ー
玉
に 

は
、
こ
ど
も
達
が
我
先
に 

と
群
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 
            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

編集後記 ＥＭサミットに私も理事長夫
妻とご一緒に参加させていただきました。 
多くの事例発表の中でも東大寺の成功事
例の発表は、舞台が宗教界の大御所であり
世界遺産であることから、その波及効果は
計り知れないものがあります。「ローコス
ト・ハイクオリティ・サステイナビリティ」
のＥＭとその技術があまねく普及するこ
とを願わずにはおられません。   ＫＦ 
 

取
手
市
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
２
０
０
９
に
参
加 

 

生
ご
み
堆
肥
化
の
Ｐ
Ｒ
と
野
菜
類
を
販
売 

講演中の比嘉教授 

懇親会で比嘉教授に質問する恒川氏 

東大寺の現地視察 


